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欠如 を認 識 した政府 は,総理府 の国家農村開発委貞会 (NationalRuralDevelopment
Committee)のもとで目標設定,実行計画策走,事業評価などを目的とする農村開発管理シス
テムを考案した｡そしてこの委員会を支援するために,国家農村開発協同センター (National






















































































































































































地区 観測地点 月平均降水量 雨季 仝年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (5-10) (1-12)
北部 ルンノックタ- 2 2 19 6924131827044728010315 1 1,659 1,767
中部 タッチエム 1 6 30 9317021021129425810610 0 1,248 1,388
′ヾ -ティウ 1 7 26 5414219617332022776 8 1,134 1,229














































水 田 区 分 水 田 景 観1) 主な栽植方法と時期 干ばつ被害 洪水被害
北部谷間田 立木ほとんどない 6-7月に移植 小 小
北部丘陵田 フタバガキ科などの中木少し 6-8月に移植 中 小
中部丘陵田 フタバガキ科などの低木多い 7-9月に移植 大 小
中部凹凸低位面田 フタバガキ科などの中木疎ら 7-9月に移植,寡両年は8-9月に穴アケ移植 大 小
中部平坦低位面田 フタバガキ科などの高木疎ら 7-8月に移植 中 小
中部セバイ川氾荘原田 立木ほとんどない 6-8月に移植,深水地帯は5-6月に乾田直播 小 中
南部凹凸低位面田 フタバガキ科などの中木疎ら 7-9月に移植,寡両年は8-9月に穴アケ移植 中 小
南部平坦低位面田 比高地はフタバガキ科などの 6-8月に移植,労働力不足世 小 中
中木多く,比低位ち立木なし 帯は4-6月に乾田直播
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よって, 1つの村落がい くつかの小区に分割 されている場合にも,その代表値 をいったん求め
てから同一村落群の他村落 と比較することはせず,小区の解答をそのまま1つの村落の解答 と
対等に取 り扱 った｡
このようにして設定 した村落群を地理的な単位 として,ヤソ トン県農村部における生業構造
を検討 した｡具体的には,次章では米収支を,そ して Ⅴ章では水稲作以外の生業の多様性 を
検討 した｡
水稲作は飯米生産と商品米生産の二面性 をもっている｡ このうち飯米生産を目的とする水稲
作に関 しては,いずれの村落群においてもほとんどすべての世帯が従事 してお り (表 4),か
表 4 各村落群の経営農地と人口･世帯数
村落群 主な経営 村落数 世帯数 -村落当 人 口 一世帯当 稲作水田区分 り世帯数 り人口 世帯率
Ⅰ 北部谷間田 83(ll) 9,440(13) 114 54,578(13) 5.8 92(%)
Ⅰ 北部丘陵田 88(12) 9,717(14) 110 54,302(13) 5.6 97
ⅠⅠ 中部丘陵田 86(12) 7,655(ll) 89 42,756(ll) 5.6 97
ⅠⅤ 中部平坦低位面田 35(5) 2,895(4) 83 17,464(4) 6.0 97
Ⅴ 中部セバイ川氾濫原田 17(2) 1,785(2) 105 9,704(2) 5.4 98
Vla 中部凹凸低位面田 39(6) 3,962(6) 102 20,397(5) 5.1 97
ⅤⅠb 41(6) 3,612(5) 88 19.768(5) 5.5 98
VlⅠa 南部平坦低位面田 68(10) 8.199(ll) 121 44,228(ll) 5.4 93
ⅤⅠⅠb 77(ll) 7,717(ll) 100 44,120(ll) 5.7 97
ⅤⅠⅠC 62(9) 5,514(8) 89 32,460(8) 5.9 98
VlⅠ 南部凹凸低位面田 29(4) 3,011(4) 104 17,812(4) 5.9 99
ⅠⅩ 南部チ-川氾荘原田 59(8) 5,290(7) 90 33,438(8) 6.3 94









































村落群 モ ミ収 量 の 分 布 平均的なモミ収量(kg′ライ)品 2T0- 235訂 3T.- 345&- 4T0- 455&- 500(貯 イ)
Ⅴ 0 6 28 18 12 18 18 0(%) 300-400ⅠⅩ 0 5 11 38 30 7 7 2ⅥⅠb 4 8 16 34 13 12 9 4
ⅤⅠa 0 9 8 58 14 6 0 5
ⅠⅤ 3 15 18 26 26 12 0 0 250-350ⅤⅠC 8 2 34 30 11 7 5 3ⅤⅠⅠ 0 10 17 60 10 3
Ⅰ 4 17 24 38 13 1 3 0































郡 名 農業協同省データ ｢村落データベース｣ からの水田面積の推計値1989/90年 1990/91 両年のの収穫面積 年の収穫面積 平均値
ムアン 217 197 207 197
ルンノックタ- 243 222 233 277
クツチエム 118 171 145 148
パーティウ 63 72 68 77
サイムーン 81 81 81 63
カムクアンケ-オ 186 169 176 150
マハチャナチャイ 143 147 145 125













村落部 村 落 平 均 水 田 経 営 規 模 の 分 布 (%) 平均的な経営規模(ライ)7.5ライ 7.5- 10- 12.5- 15- 17.5- 20- 22.5- 25ライ未満 10ライ 12.5ライ 15ライ 17.5ライ 20ライ 22.5ライ 25ライ 以上
ⅠⅠ 1 0 6 7 26 13 31 10 6 15-22.50 9 14 1. 7 16 3 9
Ⅳ ･0 6 3 9 30 11 26 9 6
Ⅵ.ⅠC 0 0 5 21 27 19 18 8 2 12.5-20Ⅵ二Ⅰ 0 4 11 4 54 4 18 7 0Ⅴ 18 24 29 12 12 6 0
ⅤⅠb 1 6 16 19 27 10 18 1 0
I 4 7 28 16 23 11 7 0 2 10-17.5ⅤⅠa 6 3 28 21 31 5 5 0 3ⅤⅠb 5 0 37 3 7 8 10 0








村落データベースの経営規模区分 1ライ未満 ト5ライ 5-10ライ 10-20ライ20-50ライ 50ライ以上
3. 1世帯当り米生産量の比較
上記の単位面積当 り収量 と水田経営規模の推定結果 をまとめたのが表 8である｡ この表 より
米収支が最 も厳 しい状況にあるのが Ⅵa,Ⅴ恥 Ⅰ,ⅠⅩ などの村落群で,逆に最 も余裕があるのが
ⅠⅠ,ⅠⅤ,Ⅴ,ⅥIbなどの村落群であることがわかる｡
表8 1世帯当り米生産量の村落群間較差
平均的な経営規模(ライ) 長期間の平均モミ収量 (kg′ライ)150-250 200-300 250-350
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村落群 従 事 世 帯 が 過 半 数 の 村 落 の 割 合 (%)
畑 作 畜 産 漁 業 家内工業 出 稼 ぎ
Ⅰ 53 ll 0 0 0
Ⅰ 13 3 1 3 2
ⅠⅠ 19 20 0 3 9
ⅠⅤ 14 17 26 0 29
Ⅴ 6 0 0 35 41
Vla 72 41 0 31 8
ⅤⅠb 5 10 2 59 5
Vlh 60 13 1 13 24
ⅤⅠb 3 14 14 4 49
ⅤⅠC 13 19 32 2 44
ⅤⅠⅠ 0 21 0 0 76


















































1950年 1960年 1970年 1980年
図11 ヤソトン県における土地利用の変遷





















































表10 歴史的背景 ･米収支 ･生業多様性による村落類型の描出
村落群 歴史的背景 米収支 生業の多様性
I 新しい村落が多い ほほ自給 畑作が中心ⅠⅠ 余剰小 小さい
Ⅰ 余剰大
ⅤⅠa 大部分は古 くからの村落 ほほ自給 在村で多様化
ⅤⅠb
ⅤⅠla 余剰小
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